
取扱説明書
モバイル決済端末機

品番　JT-C52シリーズ

このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
●取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
●ご使用前に「安全上のご注意」（4～10ページ）を必ずお読みください。
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はじめに
■■ 本書について

本書は、モバイル決済端末機（JT-C52シリーズ）の基本仕様について説明しています。
●● 本書のイラストや画面は一部実際と異なる場合があります。また、ソフトウェアバージョ
ンの違いにより、記載されている内容と差異が生じる場合があります。
●● 本書の内容に関しましては、予告なく変更することがあります。
●● 別売品の最新情報については、購入先にお問い合わせください。

●● 本製品は、日本国内仕様であり、海外の規格などには準拠しておりません。

■■ 機種ごとの機能差分
JT-C52シリーズには、「JT-C520GDシリーズ」と「JT-C522GDシリーズ」があります。

品 番 JT-C520GDシリーズ JT-C522GDシリーズ
非接触型ICカードリーダー／
ライター - ○

詳しくは、62～63ページの仕様をご覧ください。
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安全上のご注意   必ずお守りください
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明してい
ます。

危険 「死亡や重傷を負うおそれが大きい内容」です。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」で
す。

■■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。
実行しなければならない内容で
す。

■■ 電池パックについて

危険

禁止

本機専用の充電式電池です
この機器以外に使用しない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

指定の方法で充電する
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

禁止

火への投入、加熱をしない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

禁止

クギで刺したり、衝撃を与えたり、分解・改造をしない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。
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安全上のご注意

■■ 電池パックについて（つづき）

危険

禁止

（＋）と（－）を金属などで接触させない
ネックレス、ヘアピンなどと一緒に持ち運んだり保管したりしない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

禁止

火のそばや炎天下など高温の場所で充電・使用・放置をしない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

水ぬれ禁止

水をかけたり、ぬらしたりしない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

禁止

落とす・圧力を加えるなどの強い衝撃を与えたり、投げつけたりしない
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。
●●電池パックに強い衝撃が加わった場合や外観に変形や破損が見られる場合
は、直ちに使用をやめてください。

劣化したら新品と交換する
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。

警告

禁止

電池パックからもれた液体に直接触れない
液体が目に入ると失明したり、皮膚や衣服に付着するとかぶれたりするおそ
れがあります。
●●こすらずすぐにきれいな水で洗い、医師にご相談ください。

禁止

電子レンジなどの加熱調理機器や、高圧容器に入れない
加熱や加圧により電池パックが破損し、漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原
因になります。

電池パックが液もれしたり、異臭を発したりする場合は火気から遠ざける
漏液・発熱・発煙・破裂・発火の原因になります。
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安全上のご注意

■■ 本機、ACアダプターについて

警告

禁止

長時間直接触れて使用しない
本機やACアダプターの温度の高い部分に直接触れたまま長時間連続使用す
ると、低温やけど※の原因になります。
※	�血流状態が悪い人（血管障害、血液循環不良、糖尿病、強い圧迫を受け
ている）や皮膚感覚が弱い人（高齢者）などは、低温やけどになりやす
い傾向があります。

分解禁止

分解や修理、改造をしない
ショートや発熱により、火災・感電の原因になります。

禁止

異物を入れない
ショートや発熱により、火災・感電の原因になります。

禁止

電子レンジに入れたり、電磁調理器などに置いたりしない
発熱・発煙・破裂により、火災の原因になります。

水ぬれ禁止

水をかけたり、ぬらしたりしない
ショート・発熱・発火・破裂により、火災・感電・けがの原因になります。
●●ぬれた場合は、直ちにACアダプター・電源プラグを抜いて購入先にご相
談ください。

接触禁止

ACアダプターを接続しているときに雷が鳴り始めたら、本機やACアダプ
ター、電源コードに触れない
感電の原因になります。

禁止

nano SIMカードは、乳幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込むと、けがの原因になります。
●●万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医師にご相談ください。

禁止

歩行中や自動車・自転車などの運転中に操作しない
転倒や交通事故などの原因になります。
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■■ 本機、ACアダプターについて（つづき）

警告

禁止

電源コードのアース端子をコンセントに挿し込まない
火災・感電の原因になります。

指定の電池パックを使用する
漏液、発熱、発煙、破裂、発火の原因になります。

異常・故障時には直ちに使用をやめる
異常が起きたら直ちに電源プラグを抜き、電池パックを外す
•	破損した
•	内部に水や異物が入った
•	煙が出ている
•	異常なにおいや音がする
•	異常に熱い
そのまま使用すると、火災・感電の原因になります。
●●直ちに本機の電源を切って電源プラグを抜き、電池パックを外して購入先
に修理についてご相談ください。

ガソリンスタンドなど引火性ガスが発生する場所に立ち入る場合は必ず事前
に電源を切る
ガスに引火して、爆発や火災などの原因になるおそれがあります。

禁止

電源コード・電源プラグ・ACアダプターを破損するようなことはしない
（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に曲げる、ねじる、引っ張る、
重いものを載せる、束ねるなど）
傷んだまま使用すると、火災・感電の原因になります。
●●コードやプラグの修理は、購入先にご相談ください。

電源プラグのほこりなどは定期的にとる
プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因に
なります。
●●電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。
●●長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてください。

安全上のご注意
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■■ 本機、ACアダプターについて（つづき）

警告
電源プラグは根元まで確実に挿し込む
挿し込みが不完全だと、感電や、発熱による火災の原因になります。
●●傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは使用しないでください。

ぬれ手禁止

ぬれた手で電源プラグの抜き挿しはしない
感電の原因になります。

禁止

コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや、AC100 V以外での使用
はしない
たこ足配線などで定格を超えると、発熱による火災の原因になります。

航空機内では電源を切る※

運航の安全に支障をきたすおそれがあります。
航空機内での使用については、航空会社の指示に従ってください。
※	�やむをえずこのような環境で本機を使用するときは、無線機能をオフに
してください。ただし、航空機の離着陸時など、無線機能をオフにして
もコンピューターの使用が禁止されている場合もありますので、注意し
てください。

病院内や医用電気機器のある場所では電源を切る
手術室、集中治療室、CCU※などには持ち込まないでください。
本機からの電波が医療機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作による事故の
原因になります。
※	�CCUとは、冠状動脈疾患監視病室の略称です。

満員電車の中など混雑した場所では、付近に植込み型心臓ペースメーカーお
よび植込み型除細動器を装着している方がいる可能性があるので、電源を切
る
電波によりペースメーカーおよび除細動器の作動に影響を与える場合があり
ます。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の装着部位から本機を
15 cm以上離す
電波によりペースメーカーおよび除細動器の作動に影響を与える場合があり
ます。

安全上のご注意
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■■ 本機、ACアダプターについて（つづき）

警告

禁止

自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くで使用しない
本機からの電波が自動制御機器に影響を及ぼすことがあり、誤動作による事
故の原因になります。

注意

禁止

湿気やほこりの多い場所、油煙や湯気が当たるような場所には置かない
火災・感電などの原因になることがあります。

禁止

電源プラグを接続したまま移動しない
電源コードが傷つき、火災・感電の原因になることがあります。
●●電源コードが傷ついた場合は、直ちに電源プラグを抜いて購入先にご相談
ください。

禁止

ACアダプターに強い衝撃を加えない
落とすなどして強い衝撃が加わったACアダプターをそのまま使用すると、
火災・感電の原因になることがあります。
●● ACアダプターの修理は、購入先にご相談ください。

禁止

高温の場所に長時間放置しない
火のそばや炎天下など極端に高温になる場所に放置すると、外装ケースの変
形や、内部部品の故障・劣化を引き起こすことがあります。そのような状態
での使用は、ショートや絶縁不良による火災・感電の原因になります。

接触禁止

プリンターヘッド、プリンター駆動部、ペーパーカッターに触れない
やけど・けがの原因になることがあります。

禁止

不安定な場所に置かない
落下して、けがの原因になることがあります。

安全上のご注意
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■■ 本機、ACアダプターについて（つづき）

注意

禁止

本機の上に重いものを置かない
バランスがくずれて倒れたり、落下したりして、けがの原因になることがあ
ります。

禁止

ライトの発光部を直視したり、他人の目に向けたりしない
目の傷害や、目がくらんで事故を起こす原因になることがあります。

必ず指定のACアダプター、付属の電源コードを使用する
火災・感電の原因になることがあります。

お手入れの際や長時間使わないときは、安全のため電源プラグを抜く
火災・感電の原因になることがあります。

電源コードは、プラグ部分を持って抜く
電源コードを引っ張るとコードが傷つき、火災・感電の原因になることがあ
ります。

ディスプレイが破損した場合、割れたガラスやむき出しになった内部には触
れないように注意する
けがの原因になることがあります。

安全上のご注意
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使用上のお願い
本製品を正しくご使用いただくために、次の点をお守りください。

お願い
●● 盗難や紛失を防ぐために、キャビネットなど鍵のかかる場所に入れ、必ず鍵をかけ
て保管してください。ご使用の際は常に携帯し、盗難や第三者に使用されないよう
にご注意ください。
●● ご使用になる前に、本機に分解または改造された形跡がないか確認し、異変がある
場合は使用しないでください。

■ 本機について
●● 衝撃を加えたり、落としたりしないでください。故障、破損の原因になります。
●● 画面上に物を置いたり、先のとがったもので押さえつけたりしないでください。画面の
表面に傷がつく原因になります。
●● nano SIMカードを取り出すときは、電源を切ってから行ってください。データの消失
や、nano SIMカード、本機の故障の原因になります。
●● テレビやラジオの近くに置かないでください。受信障害の原因になることがあります。
●● 本機に磁気を帯びたものを近づけないでください。誤動作の原因になります。
●● 強い電磁波のあるところから離して使用してください。
（例）電子レンジ、磁石、万引き防止装置、高圧線、自動ドア、通信用アンテナなど
●● プリンターヘッドには触らないでください。故障の原因になります。
●● プリンター印字中は、紙を引っ張ったり、ロール紙排出口に手や物を置いたりしないで
ください。紙づまりや故障の原因になります。
●● 本機、周辺機器、ケーブルなどの故障を防ぐため、下記の記載事項をお守りください。
•	 本機の仕様に適合した周辺機器を使用してください。（→62ページ）
•	 コネクターの形状、向きに注意して正しく接続してください。
•	 接続しにくい場合は無理に挿し込まず、もう一度コネクターの形状、向きなどを確
認してください。

●● 本機は動作に必要な重要データを内蔵電池でバックアップしています。内蔵電池が消耗
し、重要データが消失すると本機が動作しなくなる場合があります。●
内蔵電池を消耗させないために、できるだけ電池パックは本機から外さないでください。●
また、電池残量がなくなる前に電池パックの充電をしてください。
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使用上のお願い

■ ACアダプターについて
●● 付属の電源コードは、CF-AA6373A以外の製品などに転用しないでください。
●● 本製品はAC100 V対応の電源コードを使用するため、AC100 Vのコンセントに接続
して使用してください。

■ 操作環境・使用場所について
●● 本機・付属品は防水／防じん性能を有しておりません。水などの液体をかけたり、ぬらし
たりしないでください。また、湿気、砂、ほこりの多い場所でのご使用はおやめください。
●● ご使用になる前に、必ずインターフェイスカバー、電池カバー、プリンターカバーを閉
じてください。●
内部に液体、砂、ほこり、その他の異物が入らないように、カバーは常に清潔にし、開
けた後は確実に閉じたことを確認してください。本機とカバーの間に異物が挟まらない
ようにご注意ください。
●● 寒い場所から暖かい場所へ移すと結露することがあります。結露した場合は、付着した
水滴が蒸発するまで本機の使用を控えてください。

■ お手入れについて
●● お手入れの際は、必ず電源を切ってください。
●● お手入れの際は、乾いた柔らかい布でふいてください。
•	 ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、本体表面に影響を与え
るおそれがありますので使用しないでください。

•	 化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。
●● 磁気カード、接触型ICカードが読み取りにくい場合は、クリーニングカードで各カード
リーダーのクリーニングを行ってください。
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使用上のお願い

■ 電池パックについて
●● 電池パックは消耗品です。電池の寿命は使用状態によって異なりますが、目安として使
用開始約1年または充電回数が約500回を超えると、劣化します。●
満充電後、短時間で消耗するようになったら、新しい電池パックと交換してください。
●● 電池パックの端子部には、触れないでください。接触不良の原因になります。
●● 電池パックを本機に取り付けておいた場合、本機の電源が切れた状態でも少しずつ放電
されます。この状態が長期間（数か月以上）続くと電池が過放電状態になり性能が劣化
する可能性があります。
●● 電池パックは、周囲温度－20 ℃～ 35 ℃の範囲で保管してください。範囲外での保管
は、電池パックの性能や寿命を低下させます。
●● 電池パックを保管したり持ち運んだりするときは、端子部が汚れないようにしてくださ
い。また、端子部に異物やゴミなどを接触させないでください。
●● 規定の充電時間が過ぎても充電が終了しない場合は、本機から取り外してください。電
池パックの保護装置がこわれているおそれがあります。
●● 本電池パックは、充電式リチウムイオン電池です。●

このマークはリチウムイオン電池のリサイクルマークです。

●● 不要になった電池パックは、捨てないでリサイクル協力店へご持参ください。●
詳細は、一般社団法人JBRCのホームページをご参照ください。●
ホームページ：http://www.jbrc.com
●● 	使用済み電池パックの取り扱いについて
•	 端子部をセロハンテープなどで絶縁してください。
•	 分解しないでください。

■ 暗証番号の入力方法について（お客様にお伝えください）
●● 暗証番号の漏えい、悪用を防ぐため、以下のことをお守りください。
•	 必ずお客様に入力していただく。
•	 お客様に手に持って入力していただく。
•	 周りの人に見られたり、監視カメラに映ったりしないように、手や体で隠すように
して入力していただく。

●● 暗証番号の入力ミスを防ぐため、入力音や画面表示を確認しながら確実に入力していた
だいてください。
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法規情報
日本国内で無線LAN／ Bluetooth®をお使いになる場合のお願い
本機の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライ
ン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電
力無線局（免許を要しない無線局）、ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）
が運用されています。
①	�本機を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局ならび
にアマチュア無線局が運用されていないことを確認してください。

②	�万一、本機から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合には、
速やかに使用周波数を変更するか、または電波の発射を停止したうえ、ご相談窓口にご
連絡いただき、混信回避のための処置等（例えばパーティションの設置など）について
ご相談ください。

③	�その他、本機から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して
電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときには、購入先にお問
い合わせください。

本機の無線LAN 機能（2.4 GHz帯）が使用する周波数帯
本機が、2.4 GHz周波数帯（2412から2472 MHz）を使用する直
接拡散（DS）方式／直交周波数分割多重（OF）方式の無線装置で、
与干渉距離が約40 mであることを意味します。

本機のBluetooth 機能が使用する周波数帯
本機が、2.4 GHz周波数帯（2402から2480 MHz）を使用する周
波数ホッピング（FH）方式の無線装置で、与干渉距離が約10 mであ
ることを意味します。

改造された本機は絶対に使用しないでください。改造した機器を使用した場合は電波法／
電気通信事業法に抵触します。
本機は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明等に関する規則、および電気通
信事業法に基づく端末機器の技術基準適合認定等に関する規則を順守しており、その証と
して「技適マーク 」が本機の銘板ラベルに表示されております。本機のネジを外して内
部の改造を行った場合、技術基準適合証明などが無効となります。技術基準適合証明など
が無効となった状態で使用すると、電波法および電気通信事業法に抵触しますので、絶対
に使用されないようにお願いいたします。

5.2 GHz/5.3 GHz帯の無線LAN（W52/W53）を屋外で使用することは電波法で禁止
されています。

＜JT-C522GDシリーズのみ＞
本機の非接触型ICカードリーダー／ライターは、周波数13.56 MHzの誘導電波を使用し
ています。
周囲で他の非接触型ICカードリーダー／ライターなどをご使用の場合、十分に離してお使
いください。また、他の同一周波数帯を使用の無線局が近くにないことを確認してお使い
ください。

2.4 DS/OF 4 

2.4 FH 1
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本機の比吸収率（SAR）について
本機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準および電波防護の国際ガイドライン
に適合しています。
本機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準（※）ならびに、これと同等な国
際ガイドラインが推奨する電波防護の許容値を遵守するよう設計されています。この国
際ガイドラインは世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非電離放射線防護委員会
（ICNIRP）が定めたものであり、その許容値は使用者の年齢や健康状況に関係なく十分な
安全率を含んでいます。
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体に吸収される電波の平均
エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）で定めており､ デー
タ通信端末に対するSARの許容値は2.0 W/kgです。本機を身体に装着した場合のSAR
の最大値は0.351 W/kgです。個々の製品によってSARに多少の差異が生じることもあ
りますが、いずれも許容値を満足しています。
データ通信端末は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計さ
れているため、実際に通信している状態では、通常SARはより小さい値となります。一般
的には、基地局からの距離が近いほど、データ通信端末の出力は小さくなります。 
本機はキャリングケース等のアクセサリーをご使用するなどして、身体から1.0センチ以
上離し、かつその間に金属（部分）が含まれないようにすることで、国の技術基準および
電波防護の国際ガイドラインに適合します。

世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをもたらすかどうかを評価するために、
これまで20年以上にわたって多数の研究が行われてきました。今日まで、携帯電話使用
によって生じるとされる、いかなる健康影響も確立されていません。』と表明しています。
さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関のホームページをご参照くだ
さい。
http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/facts_press/fact_japanese.htm

SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームページをご参照
ください。
総務省のホームページ
http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm

一般社団法人電波産業会のホームページ
http://www.arib-emf.org/01denpa/denpa02-02.html

※	技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の２）で規定されています。
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商標・ライセンス
●● Bluetooth®ワードマークおよびロゴは Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であ
り、パナソニックによるこれらのマークの使用は許可を受けています。
●● QRコード は（株）デンソーウェーブの登録商標です。
●● FeliCa はソニー株式会社の登録商標です。
●● その他、この説明書に記載されている会社名・商品名は、各会社の商標または登録商標
です。

●● 本製品は、MPEG-4 Patent Portfolio License及びAVC Patent Portfolio License
に基づきライセンスされており、以下に記載する行為に係るお客様の個人的かつ非営利
目的の使用を除いてはライセンスされておりません。
•	 画像情報をMPEG-4 Visual、AVC規格に準拠して（以下、MPEG-4/AVCビデオ）
を記録すること。

•	 個人的活動に従事する消費者によって記録されたMPEG-4/AVCビデオ、または、
ライセンスをうけた提供者から入手したMPEG-4/AVCビデオを再生すること。

詳細についてはMPEG LA, L.L.C. (http://www.mpegla.com)をご参照ください。 
●● オムロン ソフトウェア（株）のiWnn IME for Android を使用しています。
iWnn IME © OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2011 All Rights Reserved.
●● 本 製 品 に は、GNU General Public License Version2.0 (GPL V2.0), GNU 
Lesser General Public License (LGPL)に基づきライセンスされるソフトウェア及
びGPL V2.0、LGPL以外の条件に基づきライセンスされたオープンソースソフトウェ
アが含まれています。
お客様は、当該ソフトウェアのソースコードを入手し、GPL V2.0、LGPLまたはソー
スコードの開示義務その他の条件に従い、複製、頒布及び改変することができます。
本製品の引渡から少なくとも3年間、パナソニック モバイルコミュニケーションズ株式
会社は以下の問い合わせ先にお問い合わせされた方に、配布に要する実費をご負担頂く
ことを条件として、機器による読取が可能なGPL V2.0 ／ LGPLが適用されるソース
コードの複製物またはソースコードの開示義務を課すその他の条件に基づきライセンス
されたソフトウェアに対応するソースコードの複製物を提供いたします。
＜お問い合わせ先＞
oss-cd-request@gg.jp.panasonic.com
なお、ソースコードの内容等についてのご質問にはお答えしかねますので、予めご了承く
ださい。当該ソフトウェアに関する詳細（GPL V2.0 ／ LGPLの各ライセンス文含む）は、
ホームメニューで［情報］→［法的情報］の手順で確認することができます。
●● This product includes software developed by the OpenSSL Project for use 
in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/source/license.html)
●● This product includes the Independent JPEG Group's software. This 
software is based in part on the work of the Independent JPEG Group.
●● This product includes the software distributed under the terms of The 
FreeType Project License. This software is based in part of the work of the 
FreeType Team.
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●● This product includes the following software; ICU 1.8.1 and later Copyright 
(c) 1995-2011 International Business Machines Corporation and others.
●● This product includes other free software or open source software.
●● For more details on the relevant software (including license information), 
refer to the information displayed on the following screen: home screen →
［情報］→［法的情報］.

商標・ライセンス
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本体と付属品の確認
●● 万一、足りない場合は購入先にお問い合わせください。
●● 機種により、付属品が異なる場合があります。詳しくは購入先にお問い合わせください。

■ 本体×1

■ 電池パック（FZ-VZSUN100U）×1
●● お買い上げ時、電池パックは本体に取り付けてあります。

■ ACアダプター（CF-AA6373A）×1

■ 電源コード×1

●● 電源コードは、CF-AA6373A以外の製品などに転用しないでください。

■ クリーニングカード×1

■ ストラップ（専用ペン用ホルダー付き）×１

■ 安全上のご注意×1

■ 専用ペン（付属モデルのみ）×1

■ セキュリティカバー（付属モデルのみ）×1
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各部の名称と働き
■■本体（前面）

1	動作表示ランプ（JT-C522GDシリーズのみ）
	 非接触型ICカードでの取引時に点灯・点滅します。
2	非接触型ICカードかざし部（JT-C522GDシリーズのみ）
3	ディスプレイ（タッチパネル）
4	ボタン（→21ページ）
5	接触型IC カードリーダー
6	照度センサー※1
	 画面の輝度を自動調整します。
7	状態表示ランプ
	 橙点灯：充電中
	 緑点灯：充電完了
	 赤点灯：�電池残量が19 ％以下※2

8	インターフェイスカバー
9	GPSアンテナ※3

	モバイルネットワークアンテナ※3

	ストラップ取り付け穴
	microUSB端子
	電源端子（→23ページ）

※1	 手や物で覆わないでください。正常に動作しなくなる場合があります。
※2	 充電してください。取引ができない場合があります。
※3	� アンテナは本体に内蔵されています。アンテナ付近を手や物で覆うと正常に動作し

なくなる場合があります。
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各部の名称と働き

■■本体（背面）

1	スピーカー
2	電池カバー
3	磁気カードリーダー
4	カメラ
5	ライト
6	プリンターカバー
7	モバイルネットワークアンテナ／無線LAN／ Bluetoothアンテナ※

8	ストラップ取り付け穴
9	音量ボタン
	カメラボタン
	 バーコードの読み取りに使用します。

※	�アンテナは本体に内蔵されています。アンテナ付近を手や物で覆うと正常に動作しな
くなる場合があります。
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各部の名称と働き

■■ボタンレイアウトについて
操作ボタンと機能ボタンは取引時に使用します。

操作ボタン

機能ボタン

名前 働き

操作ボタン

数字ボタン 暗証番号を入力するときに押します。

確定ボタン 入力データを確定するときに押します。

訂正ボタン

誤操作、または誤入力をしたときに押します。
入力した値がクリアされ、直前の画面に戻ります。何も入
力していない状態で押すと、一つ前のメッセージに戻りま
す。

機能ボタン（F1～ F3） 機能選択時に使用します。

電源ボタン 本機の電源を入れる／切るときや、画面を消灯（省電力モー
ド）／点灯するときに押します。（→24ページ）
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電池パックの交換

1	 電源を切ります。（→24ページ）
●● 電源を入れたまま電池パックを外すと、データが消失する場合があります。

2	 電池カバーを取り外します。
●● 電池カバーの片方の溝に指をかけて（①）、持ち
上げます（②）。

①
②

3	 電池パックを取り外します。
●● 電池パック取り出しシートを引き（①）、電池パッ
クを少し浮かせてから、両側の溝に指をかけて
（②）持ち上げます（③）。

電池パック取り出しシート

②

② ③

①

4	 電池パックを取り付けます。
●● 電池パックの端子側を本機に差し込み（①）、下
に押し込みます（②）。
●● 電池パック取り出しシートを挟み込まないよう
に注意してください。

①

②

5	 電池カバーを取り付けます。
●● 電池カバーのツメを本機の溝に差し込み（①）、
図のAの位置を押してから、Bの位置を押して
（②）取り付けます。
●● 電池カバーの外周部分を押して、電池カバーと
本体の間に浮きがないことを確認してください。
●● 電池パック取り出しシートを挟み込まないよう
に注意してください。

①
②

A
B

◆◆お願い
●● 本機はACアダプターのみでは動作しません。必ず充電された電池パックを装着してご
使用ください。
●● 電池パックを外すと日付設定、時刻設定は初期値、または前回自動や手動で設定した日
付・時刻に戻ります。無線LAN、モバイルネットワークに接続していない場合は、設定
しなおしてください。（→52ページ）
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充電のしかた
はじめてご使用になるときや電池パックを交換したときは、必ず充電してください。
●● 充電は周囲温度が5 ℃～ 35 ℃で行ってください。充電中に温度範囲外になると、充電
が停止する場合があります。
●● 過充電防止のため、満充電後にACアダプターを接続し続けていても、電池残量が約
95 %以下になるまでは充電を再開しません。

1	 電源コードのアース線を接地接続します。
2	 ACアダプターと電源コードを、右図のよう
に接続します。

3	 本機にACアダプターを接続し、電源プラグ
をコンセントに接続します。

接地接続は必ず、電源プラグを電源につなぐ前に行ってください。
また、接地接続を外す場合は、必ず電源プラグを電源から切り離してから行ってください。

■■電池残量表示の見かた
電池残量表示は、ステータスバーに表示しています。

満充電 充電中 電池残量19 %以下※

※	�JT-C520GD-6*シリーズは、電池残量20 %以下
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電源を入れる／切る
■■電源を入れる

1	 電源ボタンを長押し（3秒以上）します。
●● 画面に「Panasonic」と表示されたら、指を離します。

■■電源を切る
1	「電源を切る」画面が表示されるまで電源ボタンを
長押し（2秒以上）します。
●● 10秒以上長押しすると、強制的に電源が切れます。強
制的に電源を切るとデータが消失する場合があります。

2	「電源を切る」をタッチします。
●●「電源を切る」以外の領域をタッチすると、元の画面に
戻ります。

■■省電力モードについて
画面表示中に電源ボタンを押したとき、または、本機を一定時間操作しなかったときは、
画面が消灯して省電力モードになります。
省電力モード中は、電力消費を抑え、タッチパネルの誤操作を防止します。
省電力モード中に電源ボタンを押すと、省電力モードが解除され、画面が表示されます。
省電力モードになるまでの時間は、「省電力設定」で設定できます。（初期値：3分）（→52
ページ）

■■自動電源オフ機能について
電池残量が5 %以下の状態が続くと、データ保護のため、自動的に電源が切れる場合があ
ります。



25

ロール紙の取り付け
1	 新品のロール紙は先端から約10 cm
カットしておきます。

2	 プリンターカバーの「PUSH」と表示さ
れている個所を上に押し（①）、引き上
げるようにして開きます（②）。

①

②

3	 ロール紙をロール紙収納部にセットし
ます。
●● ロール紙の中心が、ロール紙押さえの突
起にはまるようにしてください。
●● ロール紙は図のように先端が外側に出る
向きにセットしてください。逆向きにセッ
トすると印字ができません。

ロール紙収納部

ロール紙押さえ
4	 先端がプリンターカバーから1～5 cm
程度出るようにロール紙を引き出します。
●● ロール紙はまっすぐ引き出してください。
ななめになっていると紙詰まりの原因に
なります。

5	 ロール紙が収納部から飛び出さないよ
うに、プリンターカバーをゆっくり持
ち上げるように閉じ（①）、側面の矢印
の方向にカチッと音がするまで押し込
みます（②）。
●● ロール紙がロール紙押さえから外れてい
ると、カバーが閉じません。無理に閉じ
ようとせず、ロール紙をセットしなおし
てください。
●● プリンターカバーは必ずしっかり閉じて
ください。カバーがしっかり閉じていな
い状態で印字を開始すると、紙が詰まっ
たり、正しく印字できなかったりします。

①
②

6	 ロール紙排出口から出ているロール紙
をカットします。（→26ページ）
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◆◆お願い
●● 必ず指定のロール紙を使用してください。
●● ロール紙は感熱紙ですので、熱や薬品に反応して発色、退色（印字濃度が薄くなる）しま
す。光や熱を発する場所、アルコール・シンナーなどの揮発性薬品のそば、紫外線が当
たる場所、ポリ塩化ビニール製の事務用品や接着テープなどのそばでの保管は避けてく
ださい。
●● 紙粉がプリンター内部に溜まると印字不良の原因になります。乾いた綿棒などで、部品
を傷つけないよう、ていねいに取り除いてください。
●● プリンターの印字速度は操作環境や印字内容などによって異なります。特に高温環境・
低温環境、電池残量が少ないときは速度が低下する場合があります。
●● ロール紙が残り少なくなると、ロール紙の両端に赤い線が表示されます。新しいものに
交換してください。

■■ロール紙のカットのしかた
ロール紙は下図のように斜め手前に引いてカットしてください。

ロール紙の取り付け
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ロール紙の取り付け

■■プリンターカバーの取り付けかた
プリンターカバーが外れた場合は、以下の手順で取り付けてください。
●● プリンターカバーを取り付けるときは、プリンターヘッド、プリンター駆動部、ペーパー
カッターに触らないようにご注意ください。

ペーパーカッター

プリンター
ヘッド

プリンターカバー

軸

軸受け

プリンター駆動部

1	 図のようにプリンターカバーを本体の
プリンター部に差し入れます。
●● 図のAの位置にプリンターカバーの取り
付け部を突き当てるようにします。

取り付け部

A

2	 プリンターカバーをプリンター部の底
面までずらして（①）から、図の矢印の
方向に引き（②）、プリンターカバーの
軸を軸受けの溝に合わせます。
●● 軸が軸受けの溝に合っていないと、プリ
ンターカバーが外れます。必ずプリンター
カバーをプリンター部の底面までずらし
てください。

①

②
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3	 プリンターカバーを持ち上げ（①）なが
ら閉じ（②）、プリンターカバーの軸を
軸受けにはめます。

①

②

4	 矢印の方向にカチッと音がするまでプ
リンターカバーを押し込みます。

◆◆お願い
●● 軸が破損する可能性がありますので、軸受けに無理に押し込まないでください。

■■ロール紙が詰まったときは
1	 プリンターカバーを開きます。（→25ページ）
2	 ロール紙を取り出し、しわや汚れがある部分をカットします。
3	 ロール紙をセットします。（→25ページ）

●● ロール紙がつぶれているなど変形しているときは、形を丸く整えてください。

◆◆お願い
●● ロール紙が詰まったときは、必ず印字が終了してからプリンターカバーを開けてください。

ロール紙の取り付け
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磁気カードの読み取り
1	 磁気カードの磁気ストライプの面を下にしてカードリーダーの奥まで差し込
み、右から左にスライドします。
●● カードは一定の速度でスライドさせてください。

◆◆お願い
●● 磁気カード、クリーニングカード以外は通さないでください。
●● 水にぬれたカードを通さないでください。
●● カードはまっすぐにスライドしてください。手前に円弧を描くようにスライドすると、
カードが正しく読み取れない場合があります。

●● クリーニングをするときは、クリーニングカードを使って手順1を数回行ってください。
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接触型ICカードの読み取り
1	 接触型ICカードの接点を上にして、
接触型ICカードリーダーの奥まで差
し込みます。

2	 読み取りが完了したら、カードを引き
抜きます。
●● 読み取りが完了するまでは、差し込ん
だままにしてください。

◆◆お願い
●● 接触型ICカード、クリーニングカード以外のものを差し込まないでください。
●● 水にぬれたカードを差し込まないでください。
●● 接点の汚れたカードは汚れをふき取ってからご使用ください。
●● クリーニングをするときは、クリーニングカードを使って手順1、2を数回行ってくだ
さい。
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非接触型ICカードの読み取り（JT-C522GDシリーズのみ）
1	 非接触型ICカードの中心を、画面に表示されているガイド（FeliCaマークな
ど）の位置にかざします。
●● 表示されるガイドはカードによって異なります。

◆◆お願い
●● 非接触型ICカードでの取引は、電波状態が良好な場所で行ってください。
●● カードが読み取れない場合は、カードの位置を左右前後にずらし、再度かざしてくださ
い。
●● ご使用になるときは、他の非接触型ICカードリーダー／ライターから10 cm以上離し
てください。カードが正しく読み取れない場合があります。
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バーコードの読み取り
手動または自動でバーコードを読み取ります。
ここでは、手動で読み取る方法を説明しています。

1	 画面に表示されている黄色い線の位置にバーコードを合わせ、本機側面のカ
メラボタンを押します。
●● 画面上の［撮影］をタッチして読み取ることもできます。
●● QRコードを読み取るときは、四角い読み取りエリアが表示されます。

黄色い線

2	 バーコードを保存して終了するには、［読込完了］をタッチします。
●●［中止］をタッチすると、読み取ったバーコードを破棄して終了します。
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セキュリティカバーの取り付け
暗証番号を入力するときなど、操作ボタンを隠したい場合は、セキュリティカバーを装着
してご使用ください。

1	 本機の両側面（2個所）に接着テープ
を貼り付けます。 接着テープ

接着テープ

2	 接着部にセキュリティカバーを貼り付
けます。
●● 照度センサー（①）※が隠れないように、
ボタン部の上の線に合わせるようにし
て取り付けてください。
※	画面の輝度を自動調整します。 ①
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画面・アイコンの説明
■■ホーム画面

A

B

EDC

A　ステータスバー
時刻、電池残量、ステータスアイコン、通
知アイコンを表示します。

B　ホームメニュー
アプリの一覧を表示します。一覧から使用
するアプリをタッチしてください。
●● ご利用になるサービスによってホームメ
ニューは異なります。

C　  設定
本機の環境設定を行います。
●● 設定内容の説明は、39ページ「端末環
境設定」を参照してください。

D　  情報
本機の動作状況や各種情報の一覧表示を行
います。
●● 設定内容の説明は、42ページ「端末状
態確認」を参照してください。

E　  管理（管理者用メニュー）
本機の設定を行います。管理者パスワード
を入力すると、管理機能メニュー画面を表
示します。
●● 設定内容の説明は、43ページ「管理機
能メニュー」を参照してください。
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画面・アイコンの説明

■■ステータスアイコン

表示
電波の状態 取引ワイヤレス

ネットワーク 無線LAN

良好
取引ができます。

やや弱い

弱い
電波状態の良好な場所に移動してください。
取引ができない場合があります。

非常に弱い

サービスエリア外
（圏外） 電波状態の良好な場所に移動してください。

取引ができません。
未接続

－
※

現在の無線LANの
設定では外部ネッ
トワークに接続で
きない場合があり
ます。

ネットワーク設定の管理者へお問い合わ
せください。
取引ができない場合があります。

※	アンテナ表示は電波状態により異なります。

表示 電池の状態 取引

電池残量20 %以
上※1 取引ができます。

電池残量19 %以
下※2

充電してください。
取引ができない場合があります。

●● アンテナ表示や電池残量表示は目安です。実際の電波状態や電池残量により、取引がで
きない場合があります。

※1	 JT-C520GD-6*シリーズ は、電池残量21 %以上
※2	 JT-C520GD-6*シリーズ は、電池残量20 %以下
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画面・アイコンの説明

■■通知アイコン
端末状態異常
●● 端末状態異常アイコンが表示されたときは、
購入先にお問い合わせください。

ソフトウェア更新通知（→53ページ）

Bluetooth有効（→48ページ）

機内モード有効（→50ページ）

SIM未挿入
●● SIM未挿入アイコンが表示されたときは、●
購入先にお問い合わせください。



37

入力操作について
■■ソフトウェアキーボードを使う

テキスト入力欄をタッチしたり、情報入力の指示があると、キーボードが自動的に表示さ
れます。表示されたキーボードを使ってテキストを入力できます。

カーソルを左に移動します。

カーソルを右に移動します。

絵文字／記号／顔文字入力モードに切り替えます。

カーソルの左側にある文字を削除します。

スペースを入力します。

タッチするたびに半角英字／半角数字／ひらがな漢字入力モードを切り替
えます。また、ロングタッチすると、［iWnn IMEメニュー］でテンキー／
QWERTYキーを切り替えることができます。
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■■専用ペンを使う
専用ペンを使用して画面を操作できます。専用ペンを使うときは、スタイラスペン設定を
有効にしてください。（→41ページ）

◆◆お願い
●● 画面にほこりや油などの汚れが付着したときは、専用ペンを使わないでください。画面
や専用ペンに異物が付着していると、画面に傷をつけたり、専用ペンの操作ができなく
なったりすることがあります。
●● 専用ペンは、画面操作以外の用途に使わないでください。別の用途に使うと、専用ペン
が破損したり、画面に傷をつけたりすることがあります。
●● 専用ペンで画面操作をするときは、強く押さえつけないでください。専用ペンが破損し
たり、画面の表面が傷ついたり、へこんだりする原因になります。

入力操作について
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端末環境設定

A

CB

A　  端末環境設定
「画面輝度設定」、「画面輝度自動調整設定」、
「端末音量設定」、「取引音量設定」、「スタ
イラスペン設定」、「タッチ操作音設定」の
変更ができます。各領域をタッチすると、
設定画面が表示されます。

B　  戻る
前の画面に戻ります。

C　  ホーム
ホームメニューに戻ります。
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端末環境設定

画面輝度設定
画面の輝度を設定します。
●● 画面輝度自動調整設定を［有効］にして
いる場合は設定できません。

1	 端末環境設定画面で［画面輝度設
定］をタッチします。

2	［暗く］または［明るく］をタッチ
してレベルを設定します。

3	［確定］をタッチします。

画面輝度自動調整設定
画面の輝度を自動調整します。

1	 端末環境設定画面で［画面輝度自
動調整設定］をタッチします。

2	［無効］または［有効］→［確定］を
タッチします。

端末音量設定
ブザー音の音量を設定します。

1	 端末環境設定画面で［端末音量設
定］をタッチします。

2	［∧］または［∨］をタッチして音
量を選択します。

3	［確定］をタッチします。
●●［音量確認］をタッチすると音の大き
さを確認できます。

取引音量設定
取引音の音量を設定します。

1	 端末環境設定画面で［取引音量設
定］をタッチします。

2	［∧］または［∨］をタッチして音
量を選択します。

3	［確定］をタッチします。
●●［音量確認］をタッチすると音の大き
さを確認できます。
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端末環境設定

スタイラスペン設定
専用ペンで操作するか、指で操作するかを
設定します。

1	 端末環境設定画面で［スタイラス
ペン設定］をタッチします。

2	［有効］または［無効］→［確定］を
タッチします。

タッチ操作音設定
タッチ操作音を有効または無効にします。

1	 端末環境設定画面で［タッチ操作
音設定］をタッチします。

2	［有効］または［無効］→［確定］を
タッチします。
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端末状態確認

A

B C D

A　  端末状態確認画面
画面を上下にスライド（スクロール）して
確認してください。

B　  戻る
前の画面に戻ります。

C　印刷
端末状態確認画面に表示した内容を印字し
ます。

D　法的情報
法的情報を表示します。
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管理機能メニュー
ホームメニューで［管理］をタッチすると、
管理者パスワード入力画面が表示されま
す。

1	 ソフトウェアキーボード（→37
ページ）でパスワードを入力します。

2	［確定］をタッチすると、管理機能
メニューが表示されます。
●● パスワードを忘れたときは、購入先
にお問い合わせください。
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管理機能メニュー

A

CB

A　  管理機能メニュー
［ネットワーク設定］、［Bluetooth設定］、
［機内モード設定］、［プリンター設定］、
［POS接続設定］、［運用設定］、［ソフトウェ
ア更新］の変更ができます。各領域をタッ
チすると、設定画面が表示されます。

B　  戻る
ホームメニューに戻ります。

C　  ホーム
ホームメニューに戻ります。
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管理機能メニュー

ネットワーク設定
無線LANやモバイルネットワークの設定、
ネットワーク診断を行います。

無線LAN設定
無線LANのネットワーク選択／追加／削除
ができます。

■■無線LAN有効／無効設定
1	 ネットワーク設定画面で［無線
LAN設定］→［無線LAN有効／無
効設定］をタッチします。

2	［有効］または［無効］→［確定］を
タッチします。

■■ネットワーク追加
最大５件まで登録できます。

1	 ネットワーク設定画面で［無線
LAN設定］→［ネットワーク追加］
をタッチします。

2	 無線ネットワークの登録方法を選
択→［次へ］をタッチします。

＜［アクセスポイント指定］の場合＞
3	［SSID］の入力欄をタッチ→ SSID
（半角英数記号）を入力→［パスワー
ド］の入力欄をタッチ→パスワード
を入力→［DHCP設定］をタッチし
て［有効］または［無効］を選択しま
す。
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管理機能メニュー

4	 ＜［DHCP設定］が［有効］の場合＞■
［プロキシ設定］の入力欄をタッチ
→IPアドレスを入力→［次へ］を
タッチします。

	 ＜［DHCP設定］が［無効］の場合＞
	 ［IPアドレス］、［サブネットマス
ク］、［デフォルトゲートウェイ］、
［プロキシ設定］、［プライマリー
DNS］、［セカンダリー DNS］の
入力欄をタッチ→アドレスを入力
→［次へ］をタッチします。

5	 ネットワーク設定内容を確認して、
［確認］をタッチします。

＜［WPSボタン方式］の場合＞
3	 2分以内にアクセスポイントの
WPS ボタンを押します。

4	 プロキシ設定の［有効］または［無
効］を選択→［次へ］をタッチしま
す。

	 ＜プロキシ設定が［有効］の場合＞
	 ［プロキシ設定］の入力欄をタッチ
→ IPアドレスを入力→［次へ］を
タッチします。

5	 ネットワーク設定内容を確認して、
［確認］をタッチします。

＜［WPS PIN入力方式］の場合＞
3	 2分以内に画面上に表示された8
桁PIN コードを、アクセスポイン
トを管理しているPCのキーボー
ドから入力します。

4	 プロキシ設定の［有効］または［無
効］を選択→［次へ］をタッチしま
す。

	 ＜プロキシ設定が［有効］の場合＞
	 ［プロキシ設定］の入力欄をタッチ
→ IPアドレスを入力→［次へ］を
タッチします。

5	 ネットワーク設定内容を確認して、
［確認］をタッチします。

■■ネットワーク選択
有効にするネットワークを選択します。

1	 ネットワーク設定画面で［無線
LAN設定］→［ネットワーク選択］
をタッチします。

2	 有効にするネットワークを選択し
て、［次へ］をタッチします。

3	 ネットワーク設定の内容を確認し
て、［次へ］→［確認］をタッチしま
す。
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管理機能メニュー

■■ネットワーク削除
1	 ネットワーク設定画面で［無線
LAN設定］→［ネットワーク削除］
をタッチします。

2	 削除するネットワークを選択→
［次へ］をタッチします。

3	 削除するネットワークの設定内容
を確認して、［次へ］をタッチしま
す。
●● 選択したネットワークが削除されま
す。

4	 削除完了画面が表示されたら、［確
認］をタッチします。

モバイルネットワーク設定
モバイルネットワークを有効または無効に
設定します。

1	 ネットワーク設定画面で［モバイ
ルネットワーク設定］→［データ通
信設定］をタッチします。

2	［有効］または［無効］→［確定］を
タッチします。

ネットワーク診断
選択されているネットワークの接続状況を
診断します。

1	 ネットワーク設定画面で［ネット
ワーク診断］→［診断実行］をタッ
チします。

2	 ネットワーク情報の取得結果を確
認して、［確認］をタッチします。
●● IPアドレス等が取得できた場合、右
側に取得したアドレスを表示しま
す。取得できなかった場合は、「取
得失敗」を表示します。
●● IPアドレス等が取得できたすべて
の対象ホストに対し、Ping コマン
ドを送信してネットワークの疎通確
認を行います。確認結果は「OK」、
「NG」、「－（未設定の場合）」で表示
します。
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管理機能メニュー

Bluetooth設定

Bluetooth有効／無効設定
Bluetooth機能を有効または無効にしま
す。

1	 Bluetooth設定画面で［Bluetooth
有効／無効設定］をタッチします。

2	［有効］または［無効］→［確定］を
タッチします。

ペアリング設定
Serial Port Profile（SPP）に対応した
デバイスとペアリングします。

1	 Bluetooth設定画面で［周囲のデ
バイス一覧］をタッチします。
●● 周囲の検出されたBluetooth対応デ
バイスが表示されます。
●● 再度検出するには［更新］をタッチ
します。

2	 ペアリングしたいデバイスを選択
→［次へ］をタッチします。

3	 ペアリングしたいデバイスの内容
を確認して、［次へ］をタッチしま
す。

4	 ペア設定リクエスト画面が表示さ
れたら、［ペア設定する］をタッチ
します。

5	 デバイスの認証完了画面が表示さ
れたら、［確認］をタッチします。
●● ペアリングされたデバイスは、認証
済みデバイス一覧に表示されます。
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管理機能メニュー

Bluetoothデバイスアドレス読取
デバイスのQRコードを読み取ってペアリ
ングします。

1	 Bluetooth設定画面で［Bluetooth
デバイスアドレス読取］をタッチし
ます。

2	 本機背面のカメラをQRコードに
かざして読み取ります。
●● QRコードを読み取ると、Bluetooth
デバイスアドレスが表示されます。

3	 ペアリングしたいBluetoothデバ
イスアドレスを確認して、［次へ］
をタッチします。

4	 ペア設定リクエスト画面が表示さ
れたら、［ペア設定する］をタッチ
します。

5	 デバイスの認証完了画面が表示さ
れたら、［確認］をタッチします。
●● ペアリングされたデバイスは、認証
済みデバイス一覧に表示されます。

ペアリング済みデバイスの削除
ペアリング済みのデバイスを削除します。

1	 Bluetooth設定画面で［認証済み
デバイス一覧］をタッチします。

2	 削除したいデバイスを選択→［次
へ］をタッチします。

3	 削除するデバイスの内容を確認し
て、［次へ］をタッチします。
●● 選択したデバイスが削除されます。

4	 削除完了画面が表示されたら、［確
認］をタッチします。

端末の名前変更
他のBluetooth対応デバイスに表示させる
本機の名前を変更します。

1	 Bluetooth設定画面で［この端末
の名前を変更］をタッチします。

2	［この端末の名前］の現在の名前を
タッチ→名前を入力→［確定］を
タッチします。
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機内モード設定
機内モードを有効にすると、ネットワーク
設定やBluetooth設定が無効になります。

1	 機内モード設定画面で［機内モー
ド有効／無効設定］をタッチしま
す。

2	［無効］または［有効］→［確定］を
タッチします。

プリンター設定

印字濃度設定
印字する文字の濃さを設定します。

1	 プリンター設定画面で［印字濃度
設定］をタッチします。

2	 印字濃度を選択→［確定］をタッチ
します。

文字フォント設定
印字する文字の太さを設定します。

1	 プリンター設定画面で［文字フォ
ント設定］をタッチします。

2	［標準］または［太字］→［確定］を
タッチします。

管理機能メニュー
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管理機能メニュー

POS接続設定
POS連動機能のPOS接続を設定すること
ができます。（POS連動機能はオプション
です。）
●● POS連動機能を使用するには、事前に
無線LAN設定（→45ページ）または●
Bluetooth設定（→48ページ）を行っ●
てください。
●● 設定内容を変更することによってPOS
連動機能が使用できなくなることがあり
ます。POS側の仕様にあわせて設定し
てください。

POS接続有無
POS連動機能を使用する場合に設定しま
す。

1	 POS接続設定画面で［POS接続
有無］をタッチします。

2	［無］または［有］→［確定］をタッ
チします。

インターフェース設定
POS接続有無を［有］にした場合のみ設
定が可能です。

1	 POS接続設定画面で［インター
フェース設定］をタッチします。 

2	［Bluetooth］または［無線LAN］
→［確定］をタッチします。

ブロックサイズ設定
POS接続有無を［有］にした場合のみ設
定が可能です。

1	 POS接続設定画面で［ブロックサ
イズ設定］をタッチします。

2	［160］または［256］→［確定］を
タッチします。
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管理機能メニュー

運用設定
運用中に必要となる各種設定を行います。

日付設定

1	 運用設定画面で［日付設定］をタッ
チします。

2	［＋］または［－］をタッチして日
付を選択→［確定］をタッチしま
す。
●● 無線LAN、モバイルネットワークに
接続している場合は、自動で設定さ
れます。

時刻設定

1	 運用設定画面で［時刻設定］をタッ
チします。

2	［＋］または［－］をタッチして時
刻を選択→［確定］をタッチしま
す。
●● 無線LAN、モバイルネットワークに
接続している場合は、自動で設定さ
れます。

省電力設定
省電力モードになるまでの時間を設定しま
す。（→24ページ）

1	 運用設定画面で［省電力設定］を
タッチします。

2	 省電力モード移行までの時間を選
択→［確定］をタッチします。
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自動起動サービス設定
電源を入れたときに自動で起動させる機能
を設定できます。

1	 運用設定画面で［自動起動サービ
ス設定］をタッチします。

2	 自動で起動させる機能をタッチし
て、［確定］をタッチします。

ソフトウェア更新通知設定
更新ファイルがある場合に、通知が来るよ
うに設定できます。

1	 運用設定画面で［ソフトウェア更
新通知設定］→［UI通知］をタッチ
します。

2	［無］または［有］→［確定］をタッ
チします。

メモリーリフレッシュ
本機はセキュリティ確保のために、定期的
に電源を切ります。
電源を切る時間帯を設定できます。

1	 運用設定画面で［メモリーリフ
レッシュ］をタッチします。

2	 設定1、設定2の［∧］または［∨］
をタッチして電源を切る時間帯を
設定→［確定］をタッチします。
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パスワード変更
安全に本機をご使用いただくために、パス
ワードを設定することを推奨します。
●● 管理者以外の他人に見られたり、教えた
りしないでください。
●● 初期パスワードのまま使用しないでくだ
さい。
●● 他人に推測されにくいパスワードを設定
してください。
（「参考：推測されにくいパスワード設定
を行うには？」）
●● 変更したパスワードは忘れないようにご
注意ください。
万一忘れてしまった場合は、購入先へお
問い合わせください。

参考 ：
推測されにくいパスワード設定を行う
には？

以下を守ることで、より安全なパス
ワード設定ができます。
●● 容易に推測可能なパスワードにしな
い。
●● 全桁同じ値、連続した値、繰り返
しの値
（例：00000000、12345678、
01010101）

●● 類推しやすい値
（例：変更前後で同じ値）

●● 定期的にパスワードを変更する。

1	 運用設定画面で［パスワード変更］
をタッチします。

2	［現在のパスワード］の入力欄を
タッチし、現在のパスワードを入
力します。
●●「現在のパスワード」を忘れたとき
は、購入先にお問い合わせください。

3	［変更後のパスワード］の入力欄を
タッチし、新しいパスワードを入
力します。
●● パスワードは数字8桁固定です。

4	［パスワード再入力］の入力欄を
タッチし、新しいパスワードを再
入力します。

5	［確定］→［確認］をタッチします。
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その他設定
[時刻補正設定]、[端末初期化設定]を行い
ます。

■■時刻補正設定
1	 運用設定画面で［その他設定］→
［時刻補正設定］をタッチします。

2	［プロトコル設定］をタッチして
［NTP］または［HTTP］→［確定］
をタッチします。
●● モバイルネットワーク（LTE/3G）
を使用している場合は、本設定は有
効になりません。

3	［サーバーアドレス設定］をタッチ
して［NTP］または［HTTP］→［次
へ］→ ［NTPサーバーアドレス］ま
たは［HTTPサーバーアドレス］の
アドレスをタッチ→アドレスを入
力→［確定］をタッチします。
●●［同期時刻確認］をタッチすると、設
定内容が確認できます。

■■端末初期化設定
1	 運用設定画面で［その他設定］→
［端末初期化設定］をタッチしま
す。

2	［管理者パスワード］の入力欄を
タッチ→パスワードを入力→［確
定］をタッチします。

3	 端末の初期化に関する注意事項を
確認して、［注意事項を確認］に
チェック→［確定］をタッチしま
す。

ソフトウェア更新
ソフトウェアの更新ファイルの有無をネッ
トワークに接続して確認します。
更新ファイルがある場合は、ソフトウェア
更新ができます。

1	［ソフトウェア更新］をタッチしま
す。

2	 画面上の指示に従って操作してく
ださい。
●● 更新完了後、本機は再起動します。

管理機能メニュー
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困ったときには
本機をご使用中に、「おや？おかしいな？」と思ったら、以下の対処方法をお試しください。
それでも現象が変わらない場合は、購入先にお問い合わせください。

■■電源

現　象 考えられる原因 対　策

電源が入らない 電池パックが充電さ
れていません。

電池パックを充電してください。（→23
ページ）

電池パックの寿命で
す。

電池パックを新しいものに交換してくださ
い。（→22ページ）

動作に必要な重要
データが消失してい
ます。

内蔵電池が消耗し、動作に必要な重要デー
タが消失した可能性があります。（→11
ページ）
購入先にお問い合わせください。

再起動している
電源が切れている

自動電源オフ機能が
作動しています。

電池残量が5 %以下の状態が続くと、自動
電源オフ機能が作動する場合があります。
電池パックを充電してから、再度電源を入
れてください。

メモリーリフレッ
シュが作動していま
す。

メモリーリフレッシュを設定している時間
帯を確認してください。（→53ページ）

本機の温度が高温の
状態が続いた可能性
があります。

本機の温度が高温の状態が続くと、一部の
機能を終了したり、自動で再起動または電
源を切る場合があります。

動作に必要な重要
データが消失してい
ます。

内蔵電池が消耗し、動作に必要な重要デー
タが消失した可能性があります。（→11
ページ）
購入先にお問い合わせください。
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困ったときには

現　象 考えられる原因 対　策

電源を入れても画
面が表示されない
画面表示するが、
すぐに消える

電池パックが充電さ
れていません。

電池パックを充電してください。（→23
ページ）

電池パックの寿命で
す。

電池パックを新しいものに交換してくださ
い。（→22ページ）

画面の輝度が暗く
なっています。

画面輝度設定を確認してください。（→40
ページ）

省電力モードになる
までの時間が短く
なっています。

省電力設定を確認してください。（→52
ページ）

自動電源オフ機能が
作動しています。

電池残量が5 %以下の状態が続くと、自動
電源オフ機能が作動する場合があります。
電池パックを充電してから、再度電源を入
れてください。
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困ったときには

■■状態表示ランプ

現　象 考えられる原因 対　策

状態表示ランプが
橙色に点滅する

周囲の温度が高すぎ
るまたは低すぎるた
め、一時的に充電が
できなくなっていま
す。

本機を5 ℃～ 35 ℃の温度環境に置いてく
ださい。

状態表示ランプが
赤色に点滅する

充電が自動的に止
まった可能性があり
ます。

ACアダプターを取り外し、再度接続して
ください。

電池パックの端子部
にゴミが付着してい
る可能性があります。

電池パックを取り外し、ゴミを取り除いて
ください。

電池パックの寿命で
す。

電池パックを新しいものに交換してくださ
い。（→22ページ）

充電中に状態表示ラ
ンプが点灯しない
充電できない

ACアダプターが正
しく接続されていま
せん。

正しく接続しなおしてください。（→23
ページ）

電池パックの端子部
にゴミが付着してい
る可能性があります。

電池パックを取り外し、ゴミを取り除いて
ください。

電池パックの寿命で
す。

電池パックを新しいものに交換してくださ
い。（→22ページ）

周囲の温度が高すぎ
るまたは低すぎるた
め、一時的に充電が
できなくなっていま
す。

本機を5 ℃～ 35 ℃の温度環境に置いてく
ださい。

充電が早く終わる 電池パックの寿命で
す。

電池パックを新しいものに交換してくださ
い。（→22ページ）
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困ったときには

■■タッチパネル操作

現　象 考えられる原因 対　策

タッチパネルが操作
できない
タッチパネルが意図
しない動作をする

電源が入っていませ
ん。

電源を入れてください。（→24ページ）

エラーが発生してい
ます。

一度省電力モードにしてから、省電力モー
ドを解除してください。（→24ページ）

一度電源を切ってから、再度電源を入れて
ください。（→24ページ）
●● 通常の方法でも電源が切れない場合は、
電源ボタンを10秒以上押し続け、強制
的に電源を切ってください。強制的に電
源を切ると、データが消失する場合があ
ります。

専用ペンで操作で
きない

スタイラスペン設定
が無効になっていま
す。

スタイラスペン設定を有効にしてください。
（→41ページ）

指 が 触 れ る 前 に
タッチパネルが反
応する

スタイラスペン設定
が有効になっていま
す。

スタイラスペン設定が有効になっている
と、画面に指が触れていなくても、タッチ
パネルが反応する場合があります。
スタイラスペン設定を無効にしてくださ
い。（→41ページ）
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困ったときには

■■その他

現　象 考えられる原因 対　策

プリンターが正し
く印字しない
印字が途中で停止
する

プリンターカバーが
開いています。

プリンターカバーをきちんと閉じてくださ
い。（→25ページ）

ロール紙が正しくセッ
トされていません。

ロール紙をセットしなおしてください。
（→25ページ）

ロール紙が詰まって
います。

ロール紙の詰まりを取り除き、正しくセッ
トしなおしてください。（→28ページ）

周囲の温度が高すぎ
るまたは低すぎるた
め、印字が一時的にで
きなくなっています。

本機を5 ℃～ 40 ℃の温度環境に置いてく
ださい。

本機の温度が高温に
なっている可能性が
あります。

充電直後や連続して印字を行った後は、本
機の温度が高温になり、一時的に印字を停
止する場合があります。
本機の温度が下がるまで、しばらく使用を
控えてください。

取引ができない 電池残量が少なく
なっています。

電池残量が少ないと、取引ができない場合
があります。
充電してください。（→23ページ）

電波状態が良くあり
ません。

電波状態が良くないと、取引ができない場
合があります。電波状態が良好な場所に移
動してください。（→35ページ）

磁気カードの読み
取りができない
接触型ICカードの
読み取りができな
い

使用できないカード
の可能性があります。

本機で使えるカードかどうか確認してくだ
さい。（→62ページ）

カードが汚れていま
す。

カードの汚れをふき取ってください。

カードリーダーが汚
れています。

クリーニングカードでカードリーダーのク
リーニングをしてください。

周囲に強い電磁波が
ある可能性がありま
す。

場所を移動し、強い電磁波のあるところか
ら離して使用してください。（→11ペー
ジ）
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現　象 考えられる原因 対　策

操作ボタンで入力
ができない
機能ボタンが反応
しない

取引時以外の画面で
す。

操作ボタン・機能ボタンは取引時以外では
使用できません。（→21ページ）

ネットワークに接
続できない

ネットワークに異常
があります。

ネットワーク診断を行ってください。
（→47ページ）

ネットワーク設定が
正しくありません。

正しい設定を選んでください。（→46
ページ）

電波が届かない、ま
たは電波状態が不安
定になっています。

電波が届く場所または電波状態が良好な場
所に移動してください。

アクセスポイントが
無効となっていま
す。

アクセスポイント側の取扱説明書に従って
ください。

nano SIMカードが
正しく取り付けられ
ていません。

購入先にお問い合わせください。

機内モードになって
います。

機内モードを無効にしてください。
（→50ページ）

日付設定、時刻設
定が正しくない

電池パックを外すと
日付設定、時刻設定
が初期値、または前
回自動や手動で設定
した日付・時刻に戻
ります。

日付と時刻を修正してください。（→52
ページ）
●● 無線LAN、モバイルネットワークに接
続すると、自動で設定されます。

ネットワークに接続
していません。

無線LAN、モバイルネットワークに接続す
ると、自動で設定されます。
ネットワーク設定を確認してください。
（→45ページ）

困ったときには
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仕様
項目 仕様

表示
表示方式 TFTカラー液晶
表示色 16 777 216色
表示サイズ 4.0型

入力方式

ボタン

ボタン数 19個（カメラボタン、音量ボタン含む）

ボタン配列
ISO9564-1 Annex B（デビット推
進協議会ガイドライン、EMV仕様に
準拠）

タッチ●
パネル

方式 静電容量方式
同時入力数 マルチタッチ10ポイント
ペン入力 パッシブ方式

磁気カードリーダー
対応カード JIS Ⅰ型（第1 ・第2 トラック）●

およびJIS Ⅱ型
操作方式 手動走行式

接触型ICカード●
リーダー

対応カード ISO/IEC 7816規格準拠接触型IC
カード

操作方式 手動挿入、手動排出
非接触型ICカード
リーダー／ライター
<JT-C522GDシ
リーズのみ>

対応カード
ISO/IEC14443（TypeA / TypeB）
規格準拠非接触型ICカード および 
FeliCa

プリンター

印字方式 ラインサーマル方式

指定ロール紙 本機専用ロール紙　（参考寸法：幅 58 
mm、直径 22 mm以下）

カット方式 手動

USB
準拠規格

USB 2.0
（Communications Device Class
（CDC）のみサポート）

コネクター USB microBタイプ×1

無線LAN 準拠規格 IEEE802.11 a/b/g/n（セキュリティ
方式は WPA/WPA2 PSK）

モバイルネットワーク
通信方式 LTE/3G（HSPA/WCDMA）
SIMスロット nano SIM（4FF）×1

測位機能 GPS/GLONASS
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仕様

項目 仕様

Bluetooth バージョン
Ver4.1 class1
（Serial Port Profile（SPP）のみサ
ポート）

カメラ
画素数 800万画素

読み取り可能コード Code128（GS1-128）、NW‑7、●
QRコード

サウンド機能 モノラルスピーカー

電池パック
種別 リチウムイオン電池
定格 3.8 V、3100 mAh
充電時間 約3時間※1

セキュリティ 耐タンパー機能あり※2
PCI PTS Ver4.1準拠

ACアダプター※3
入力 AC100 V ～ 240 V、

50 Hz/60 Hz
出力 DC 16 V、 3.75 A

外形寸法（幅×奥行き×高さ） 約80 mm×183 mm×49 mm
（突起物を除く）

質量
（電池パック含む、
ロール紙・ACアダ
プターは除く）

JT-C520GDシリーズ 約425 g

JT-C522GDシリーズ 約441 g

環境条件
操作時

温度 －5 ℃～ 50 ℃※4 ※5

湿度 30 %～ 80 % RH（結露なきこと）

保管時
温度 －20 ℃～ 60 ℃※6

湿度 30 %～ 80 % RH（結露なきこと）

※1	� 充電時間は、使用環境により異なります。
※2	 タンパー検出後、復旧するためには当社指定場所での作業が必要です。
※3	� 本製品はAC100 V対応の電源コードを使用するため、AC100 Vのコンセントに接

続して使用してください。（→8ページ）
※4	 プリンターの印字温度範囲は5 ℃～ 40 ℃です。
※5	 充電温度範囲は5 ℃～ 35 ℃です。
※6	 長期保管時の温度範囲は－20 ℃～ 35 ℃です。
	� 電池パックは、本機の電源が切れた状態でも少しずつ放電されるため、長期保管時

は半年に一度以上、満充電にしてください。
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